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海の仕事の魅力を語り合う窪川さん

（右）と東京海上保安部の川原山船長

（江東区の東京海保の船艇基地で） 
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女子生徒に「海の仕事」ＰＲ

２９日、海洋研究者らイベント

女子のみなさん、海の仕事を目指しませんか――。女子中高生、学生をターゲットに

女性の海洋研究者らが職業の魅力を伝えるイベントが２９日、東大駒場キャンパス学

際交流ホール（目黒区）で開かれる。「男の仕事」のイメージを払拭し、進路先として真

剣に考えてもらいたいという。（伊藤甲治郎）

「日没、海は真っ赤な夕日にすっぽりと包まれる。いつ

も違う表情を見せる海への興味は尽きない」。そう語る

のは、主催する同大海洋アライアンスの特任教授、窪

川かおるさん（５５）。１９９１年、東大海洋研究所（現・東

大大気海洋研究所）で助手を始めた時は唯一の女性

教員だった。最も原始的な「脊索(せきさく)動物」である

ナメクジウオの生育環境などを調べるため調査船に乗

り込んだ経験がある。

理系を選択する女子を増やそうと、窪川さんは２００６

～０７年度、女性研究者らとともに女子高生に海の生物や研究生活、船上生活などを

出前授業する文部科学省の事業に携わった。そのアンケートから「海や海にかかわる

仕事について知らない女子が多い。分かりやすく伝えるテキストができないか」と考え

るようになった。

知り合いの研究者らをたどって執筆を依頼。日本財団の助成を受け、昨年１１月、

「海のプロフェッショナル―海洋学への招待状」（東海大学出版会）を出版した。大学、

水産系研究機関、企業、水族館、国際機関などで働く女性２１人に、仕事の内容や志

望理由などを語ってもらった。

また「生活ぶり」に興味を持つ女子が多いことから、同書では「ある一日」と題し、円

グラフで仕事やプライベートのスケジュールも示して解説。探査船で仕事をする女性の

項では子供の弁当作りから始まる「陸上」と、データ解析などに取り組む「船上」の二つ

の一日を紹介している。

２９日のイベントには執筆者のほか女性船員らも参加。「学ぶ」「仕事にする」のテー

マで講演し、趣味や休みの過ごし方も語る。その一人、東京海上保安部の巡視艇「や

まぶき」の川原山(かわはらやま)由香船長（３７）は「女性にできない仕事はない。趣味

のトライアスロンについても話したい」と意気込んでいる。

午後２～５時。無料。同アライアンスのホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏａ．ｕ－ｔｏｋｙ

ｏ．ａｃ．ｊｐ）を通じて申し込む。

（2011年1月19日 読売新聞）
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